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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）
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合計 2,848 0 0 0 2,848 100%

 - - - - - - 
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 - - - - - - - 
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 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

男女共同参画推進 2,848 0 0 0 2,848

事業内容

●事業の全体計画
・令和6年4月1日より施行した、「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」の運用開始に伴
  い、性的少数者の尊厳を認め多様な性に対する理解を促進し、差別のないまちとなるよう啓発活動
  を推進する。
・ジェンダー平等審議会において、ジェンダー平等に関する事業のPDCAを実施していく。
・現在の男女共同参画推進指針(2018-2027)が令和9年度までとなっていることから、ジェンダー平等
  の視点を含めた形に見直しをすすめる。

●主な事業内容
・男女共同参画に関する啓発事業の実施
・ジェンダー平等審議会の開催
・犬山市男女共同参画推進指針見直しに向けた市民意識調査の実施

●主な予算の内訳
・ジェンダー平等審議会　   　　  147千円
・市民意識調査（サンプル2000） 2,519千円　【新規】

事業の目標

・犬山市ジェンダー平等審議会を開催し、ジェンダー平等に関する事業の審議、令和9年度までと
なっている犬山市男女共同参画推進指針の見直しに取り掛かり、令和10年度から新たなものでスター
トできるよう進める。
・男女共同参画や女性の活躍推進、性的マイノリティの各分野で活動している市民団体と連携した啓
発事業を実施し、市民のジェンダー平等に対する理解が少しでも多く進んでいる。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

地域活動推進費 78

施策事業名 男女共同参画推進

事業目的 誰もが安心していきいきと生活できる、多様性社会を認め合う犬山作りの普及啓発活動を行う。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 多様性社会推進課
予算書(P)目名
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令和８年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 多様性社会推進課
予算書(P)目名

友好交流費 208

施策事業名 友好交流

事業目的 国内姉妹都市及び海外姉妹・友好都市との交流を実施する。

事業内容

●事業の全体計画
・国内姉妹都市及び海外姉妹・友好都市との交流を実施する。

●主な事業内容
　○国内都市交流
　・小学生交流事業の実施。令和8年度より実行委員会形式として実施する。
　　訪問事業：立山町　受入事業：日南市、丹波篠山市
　・市長の姉妹都市等への訪問
　・友好交流を深める会の開催
　○海外姉妹都市等交流
　・グリーティングカードの送付
　
●主な予算の内訳
　・市長交際費（友好交流を深める会、姉妹都市訪問旅費含む）　1,019千円
　・姉妹都市小学生交流事業実行委員会負担金　　　　　　　　　　418千円
  ・グリーティングカードの送付（消耗品及び通信運搬費）　　　　 47千円

事業の目標
・これまで築いてきた関係を維持しつつ、民間レベルでの交流の充実を図りながら文化、教育、経済
などの分野での交流を促進する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

国内都市交流 1,652 0 0 0 1,652 100%

友好交流推進 83 0 0 0 83

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 1,735 0 0 0 1,735 100%

 - - - - - - 
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 多様性社会推進課
予算書(P)目名

友好交流費 208

施策事業名 多文化共生推進

事業目的
外国人市民や日本語が未熟な市民が国籍や言葉の垣根なく生活でき、市民として公平にサービスを受
けられ、市民としての責任も担える環境整備を行う

事業内容

●事業の全体計画・外国人市民が教育、医療、福祉、環境など、広範囲にわたる行政サービスを利用
　し、安心して社会 生活を送ることができるようにコミュニケーションや、生活の支援を行う。

●主な事業内容
　・乳幼児期から学齢期に合わせた多文化共生事業
　・日本語教室の開催。
　・ポルトガル語、スペイン語、中国語、タガログ語、英語の相談窓口を設置する。
　・コミュニティ通訳制度を充実させ、庁内窓口、及び出先機関（小中学校も含む）の対面通訳、庁
　　内手続き書類の翻訳を行う。
　・比較的来庁することが多い、ポルトガル、スペイン語の通訳を雇用、多言語コールセンターを設
　　置によって、日本語が未熟な市民のコミュニケーション支援を図る。
　・多言語で作成した行政関連の情報誌を作成し、情報が届きにくい外国籍市民に対し直送する。
　・犬山国際交流協会の支援
　

●主な予算の内訳
　・多文化共生事業委託料（乳幼児期から学齢期に合わせた多文化共生事業）16,285千円
　・日本語教室開催委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,422千円
　・犬山通訳センターの設置（電話通訳サービス） 　　　　　　　　　　　  1,202千円
　・外国人市民に対する情報発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,731千円
　・国際交流協会運営補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,043千円

事業の目標
・日本人市民と外国人市民が国籍や文化の違いを超えて、お互いの理解を促進するとともに、外国人
市民が日本人市民と同じような行政サービスを受けられ、1人の市民として活躍できる環境を整え
る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

44%

国際交流協会運営補助金 5,043 0 0 0 5,043 100%

多文化共生推進 24,251 0 0 13,536 10,715

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 29,294 0 0 13,536 15,758 54%

 - - - - - - 
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 市民部

課　名 多様性社会推進課
予算書(P)目名

国際交流施設費 210

施策事業名 国際交流村管理

事業目的 令和7年2月13日の経営会議で施設廃止の方針が決定したため施設解体、借地の返還を行う。

事業内容

●事業の全体計画
　・犬山国際交流村の施設を解体し土地所有者へ返還する。
　
●主な事業内容
　・犬山国際交流村の解体。

●主な予算の内訳
　・国際交流村施設等解体工事請負費　　　　16,400千円
  ・借地料　　　　　　　　　　　　　　　　　 285千円

事業の目標 施設を解体し土地を所有者に返還する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

 - - - - - - - 

国際交流村管理 16,762 0 0 0 16,762

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 16,762 0 0 0 16,762 100%

 - - - - - - 


